
農
村
で
頻
発
す
る
農
民
暴
動
や
食
品
安
全
問
題

に
よ
っ
て
、
中
国
の
農
業
・
農
村
に
対
す
る
関
心

は
日
本
で
も
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る

そ
れ
ら
に
関
す
る

関
す
る

情
報
は
近
年
、
大
き
く
増
加
し
て
き
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な
発
展
が
そ
れ
を
後
押
し

し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
根
拠
の
曖
昧
な
情
報

や
不
安
を
煽
る
報
道
も
増
え
て
い
る
。

情
報
が
氾
濫
し
、
デ
ー
タ
の
真
偽
を
判
断
す
る

目
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
現
在
こ
そ
、
現
地
調
査

を
通
じ
た
一
次
情
報
の
収
集
と
、
過
去
か
ら
培
っ

て
き
た
書
誌
情
報
の
検
索
方
法
の
利
点
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
国
農
村
研
究
に
関
す

る
資
料
収
集
方
法
に
つ
い
て
、
筆
者
が
研
究
を
始

め
た
一
九
九
○
年
前
半
と
現
在
を
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
簡
潔
に
説
明
し
て
い
く
。

●
書
籍

一
九
九
○
年
代
当
時
、
日
本
語
書
籍
に
つ
い
て

は
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
書
籍
情
報
を
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
で
検
索
可
能
で
あ
り
、
一
部
の
未
入
力
書
籍
を

カ
ー
ド
目
録
で
検
索
す
る
以
外
は
、
主
に
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
を
利
用
し
て
検
索
し
た
。
他
方
、
中
国
語
書
籍

に
関
し
て
は
当
時
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
開
始
さ

れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
著
者
名
別
、

主
題
別
に
整
理
さ
れ
た
カ
ー
ド
目
録
を
手
で
検
索

す
る
と
い
う
、
地
道
で
手
間
の
か
か
る
方
法
を
行

っ
て
い
た
。

現
在
は
、
全
国
の
大
学
図
書
館
等
が
作
成
す
る

総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（W

ebcat

）
に
よ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
の
日
本
語
書
籍
と
中
国
語
書
籍
の
検
索

が
可
能
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
最
近
は
以
前
の
よ

う
に
カ
ー
ド
目
録
を
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
く
な

っ
た
が
、
カ
ー
ド
目
録
で
体
得
し
た
検
索
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
勘
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索
で
も
生
き
て
い
る
。

●
雑
誌

日
本
語
の
雑
誌
論
文
目
録
で
は
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
出
版
の
『
発
展
途
上
地
域
日
本
語
文
献
目

録
』
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
八
○
年
代

か
ら
九
○
年
代
前
半
に
か
け
て
、
本
書
は
途
上
国

の
雑
誌
論
文
目
録
と
し
て
唯
一
無
二
で
あ
り
、
こ

の
目
録
か
ら
論
文
を
探
し
て
い
っ
た
。
現
在
は
、

主
に
国
会
図
書
館
や
ア
ジ
研
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

で
雑
誌
記
事
検
索
を
し
て
い
る
。

他
方
、
農
村
関
係
の
中
国
語
学
術
雑
誌
を
定
期

購
読
し
て
い
る
図
書
館
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
の

た
め
、
中
国
国
内
の
研
究
動
向
を
理
解
す
る
上
で

有
用
で
あ
っ
た
の
が
、
中
国
人
民
大
学
に
よ
っ
て

編
集
さ
れ
た
『
復
印
報
刊
資
料
』
で
あ
っ
た
。
こ

復
印
報
刊
資
料
』
で
あ
っ
た
。
こ

』
で
あ
っ
た
。
こ

の
資
料
は
、
中
国
国
内
で
出
版
さ
れ
て
い
る
多
く

の
学
術
雑
誌
の
中
か
ら
、
学
術
的
水
準
の
高
い
論

文
を
選
択
し
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
ご
と
に
（
思
想
、

人
口
、
経
済
、
社
会
、
法
制
な
ど
）
冊
子
体
に
編

集
し
て
毎
月
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
復
印
報
刊
資
料
』
の
う
ち
、
農
村
関
連
の
も

復
印
報
刊
資
料
』
の
う
ち
、
農
村
関
連
の
も

』
の
う
ち
、
農
村
関
連
の
も

の
と
し
て
は
「
農
業
経
済
導
刊
」
が
存
在
す
る
。

筆
者
も
そ
の
最
新
号
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
中
国
国
内
の
研
究
動
向
を
把

握
し
た
。
現
在
で
は
『
復
印
報
刊
資
料
』
の
電
子

復
印
報
刊
資
料
』
の
電
子

』
の
電
子

版
も
あ
り
、
最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子

あ
り
、
最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子

り
、
最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子

検
索
に
加
え
、
全
文
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。

中
国
農
村
に
関
し
て
定
評
の
あ
る
中
国
語
学
術

雑
誌
と
し
て
、『
中
国
農
村
経
済
』、『
中
国
農
村

観
察
』、『
農
業
経
済
問
題
』
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
。
い
ず
れ
の
雑
誌
も
、
現
在
ま
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

掲
載
論
文
を
網
羅
的
に
調
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。

書
籍
も
そ
う
だ
が
、
中
国
語
論
文
の
場
合
、
論

文
の
タ
イ
ト
ル
と
中
身
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

も
の
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
た
め
、
論
文
の
タ
イ

ト
ル
や
著
者
名
だ
け
に
頼
る
の
は
危
険
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
、
実
際
に
現
物
に
あ
た
っ
て
、
そ
の

中
国
農
村
研
究
の
ツ
ー
ル
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価
値
を
評
価
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

筆
者
も
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
す

る
際
、
上
記
の
雑
誌
の
最
近
数
年
分
を
す
べ
て
自

分
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
必
要
な
論
文
を

探
す
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は

今
も
全
く
変
わ
り
な
い
。

●
新
聞

農
村
関
係
で
有
用
な
新
聞
で
は
、『
人
民
日
報
』

や
『
農
民
日
報
』
な
ど
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
冊
子
体
の
索
引
や
縮
刷
版
も
存
在
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら
過
去
の
記
事
を
読

ん
で
い
っ
た
。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
縮
小
版

が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
現
物
か
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
も
の
を
閲
覧
し
た
り
し
た
。

他
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
っ
て
、

中
国
語
新
聞
の
情
報
入
手
は
遙
か
に
容
易
に
な
っ

て
き
た
。『
人
民
日
報
』
に
つ
い
て
は
、
全
文
閲

覧
と
過
去
数
年
分
の
新
聞
記
事
の
検
索
が
可
能
で

あ
り
、『
農
民
日
報
』
の
主
要
な
記
事
が
ウ
ェ
ブ

が
ウ
ェ
ブ

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
。

ま
た
、
中
国
農
村
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
人
民
ネ
ッ
ト
」、「
三
農
在
線
」、「
中
国
農
村

信
息
ネ
ッ
ト
」
な
ど
多
数
）
で
は
、
各
種
新
聞
か

ら
引
用
し
て
き
た
農
村
関
係
の
記
事
や
関
連
法
規

な
ど
が
、
毎
日
更
新
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
新
聞
記
事
の
検
索
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
縮

小
さ
れ
た
。
反
面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
収
集
可

能
な
新
聞
記
事
は
膨
大
と
な
る
た
め
、
取
捨
選
択

能
力
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

●
統
計
デ
ー
タ

中
国
で
は
膨
大
な
数
の
年
鑑
類
が
、
毎
年
出
版

さ
れ
て
い
る
。
農
村
関
係
に
限
っ
て
も
『
中
国
農

業
年
鑑
』、『
中
国
農
村
年
鑑
』、『
中
国
農
村
住
戸

調
査
年
鑑
』
な
ど
の
年
鑑
類
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

日
本
の
大
学
図
書
館
や
研
究
機
関
で
、
中
国
の

統
計
類
を
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
農
村
関

連
の
年
鑑
を
定
期
的
に
購
入
し
て
い
る
と
な
る
と
、

数
は
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
で
統
計
書
を
購
入

す
る
と
、
購
入
価
格
は
非
常
に
高
い
た
め
、
年
鑑

類
を
所
蔵
す
る
図
書
館
を
訪
問
す
る
か
、
年
鑑
類

を
取
り
扱
う
北
京
の
専
門
書
店
に
行
き
、
大
量
購

入
す
る
以
外
、
有
用
な
方
法
は
な
か
っ
た
。

最
近
で
は
、
中
国
全
体
や
各
省
の
統
計
デ
ー
タ

の
速
報
値
（
月
次
、
四
半
期
、
年
次
デ
ー
タ
）
が
、

国
家
統
計
局
や
各
省
の
統
計
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
定
期
的
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
過
去
の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
の

収
集
も
若
干
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、
デ
ー
タ
・

ア
ー
カ
イ
ヴ
を
設
立
す
る
研
究
機
関
が
増
え
て
き

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ

と
は
、
統
計
調
査
の
調
査
個
票
デ
ー
タ
を
収
集
・

保
管
し
、
学
術
的
目
的
で
二
次
的
な
利
用
の
た
め

に
提
供
す
る
機
関
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
農
村
に

関
す
る
調
査
デ
ー
タ
も
、
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ

に
寄
託
さ
れ
て
き
て
い
る
。
代
表
的
な
ア
ー
カ
イ

ヴ
と
し
て
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
社
会
調
査
研
究
所

の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｒ
、
香
港
中
文
大
学
の
Ｄ
Ｃ
Ｓ
や
世

界
銀
行
に
よ
る
Ｌ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
生
活
水
準
指
標
調

査
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
定
の
手
続
き
を
踏
め
ば
、
申
請
者
は
信
頼
性

の
高
い
統
計
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
を
直
接
、
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
中
国
農
村
の
現

場
感
が
な
い
状
態
で
安
易
に
デ
ー
タ
分
析
を
行
う

と
、
農
村
の
実
態
と
乖
離
し
た
解
釈
や
誤
っ
た
含

意
を
導
き
出
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
高
い
た
め
、

デ
ー
タ
の
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。

●
そ
の
他
資
料

そ
の
他
で
有
用
な
の
が
、『
県
志
』
と
呼
ば
れ

有
用
な
の
が
、『
県
志
』
と
呼
ば
れ

る
県
の
地
方
志
で
あ
る
。
県
志
に
は
各
県
の
歴
史

的
変
遷
や
政
治
経
済
状
況
、
社
会
動
向
な
ど
多
様

な
情
報
が
含
ま
れ
る
。
主
に
一
九
八
○
年
代
中
頃

る
。
主
に
一
九
八
○
年
代
中
頃

主
に
一
九
八
○
年
代
中
頃

か
ら
地
方
志
叢
書
の
一
部
と
し
て
編
纂
さ
れ
始
め
、

地
方
志
叢
書
の
一
部
と
し
て
編
纂
さ
れ
始
め
、

編
纂
さ
れ
始
め
、

現
在
ま
で
に
多
く
の
県
志
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

記
述
内
容
の
量
と
質
は
、
県
志
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
大
き
い
た
め
、
ま
ず
現
物
を
手
に
と
っ
て

内
容
を
確
認
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
県
志
に
よ
っ

て
は
出
版
か
ら
既
に
二
○
年
近
く
の
年
月
が
経
過

し
て
お
り
、
県
の
現
状
が
編
纂
当
時
と
大
き
く
変

化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

最
近
で
は
、
中
国
で
も
県
政
府
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
設
し
て
い
た
り
、
県
の
統
計
年
鑑
を
編
纂

し
て
い
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
や
現
地

で
の
一
次
情
報
と
合
わ
せ
て
、
県
志
を
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

（ 

ほ
う
け
ん　

ひ
さ
と
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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